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ステンドグラスと椅子…

　昨年の夏、わたしたちの教会に木製の長椅

子をいただきました。無名の方からの寄付で

した。突然の贈り物に驚きながらも、感謝し

ました。真のボランティア精神に触れ、その

歓びはわたしたちの心の底にしっかりと染み

込みました。行橋教会の元気の基は、そこに

あるのではないかと思います。

　以前、信者の方から献金をいただきまし

た。創立５０周年を期に、できればステンド

グラスを聖堂の窓に入れてほしい…と。知人

のデザイナーに相談したら、行橋（長木）出

身の画家で、バルセロナ（スペイン）で２０

年来活動しておられる九十九（つくも）伸一

さんを紹介してくれました。折よく一時帰国

されるということで、昨年の１２月にお会い

することができました。福岡市内の幼稚園に

九十九さんの壁画が完成し、その披露のため

に帰国されたのです。多忙の合間をぬって、

聖堂を見ていただいてから、修復のことも含

めてご意見を伺いました。初めてお会いした

のに意気投合。その時から、九十九さんは聖

堂のステンドグラスのイメージを温め始めま

した。今年の４月（２００４年）、下関での

仕事のために帰国された時、原画を持ってき

ていただき、ステンドグラスを制作する松尾

雄一さん（福岡県春日市在住）と一緒に会い

ました。聖堂内でガラスの色を決めました。

　後で知人から聞いた話ですが、松尾さんは

パリミッション会の北九州本部（八王寺）の

チャペルのステンドグラスを制作されたそう

です。デザインしたフランス人の神父様にそ

の技術を絶賛され、その後、埼玉の所沢教会、

静岡の三島教会のステンドグラスも手がけら
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　ステンドグラスが入るということを聞かれ

て、みなさん、期待しておられたと思います。

どんなものが入るのだろうか？と不安をもた

れた方もおられたと思います。教会委員会で

まかせていただいてはおりましたが…。わた

しはステンドグラスそのものについては心配

はしてはいませんでしたが、信者の方がどの

ように感じられるかは不安でした。

　おそらく多くの方が、聖画（イエスやマリ

アなど、聖人の絵みたいなデザイン）のよう

なかつての西欧、ヨーロッパ的なものを想像
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九十九伸一さんの略歴
　詳しくは掲示板を● 1955 年行橋市生ま
れ● 1980 年九州産業大学芸術学部美術学科
大学院修了、ミラノ（イタリア）に渡欧●
1986 年バルセロナ（スペイン）にアトリエ
を移す●２０００年の大聖年の時、バルセロ
ナの教会の修復の仕事をされました。１１月
上旬から、西日本工業大学の特別講義を行い
ます。クリスマスの頃まで滞在されると聞い
ています。創立記念日（１１月２７日）あた
りに、みなさんに紹介してお話しいただけれ
ば、と期待しています。松尾さんともども…。

司祭用個人メールアドレスmakotochan@aries.bekkoame.ne.jp

「ステンドグラス」というもの

れました。九十九さんは松尾さん以外の方と

は仕事をされないそうです。９月３日（金）

に取り付け工事を行いましたが、松尾さん

の友人二人もボランティアで取り付けに協力

してくださいました。このように、いろんな

方の協力でステンドグラスが完成したわけで

す。世界でここだけにある…。

し、期待もしておられたと思います。そのよ

うな方にとっては、このステンドグラスは奇

抜でしっくりこず、驚かれたのではないかと

思います。わたしたちが一般的に想像する「教

会のステンドグラス」は１１、２世紀に一応

完成をみたといわれています。当時は文盲の

人々も多く、聖書についても話しを聞くだけ

で、自分で読むことはできませんでした。そ

こで、宗教教育の一つの方法として絵画やス

テンドグラスが用いられるようになったので

す。他の教会芸術にしても同じことがいえる

と思いますが、教会（とくに典礼儀式）で用

いられるものは「本物」でなければならず、

その時々で最高のものが使われてきました

（時として、それがつまずきにもなりました

が…）。ちなみに、このステンドグラスはフ

ランス製の（一部はドイツ製）の吹きガラス

で、同じ色のように見えても、同じものは一

枚もありません。まさに、世界でここにだけ

あるステンドグラスです。もちろん、デザイ

ンも…。これから多くの方が見学に来られる

でしょう。それが、神さまとの出会いのきっ

かけになれば、それ以上に幸いなことはない

と思っています。

聖堂の後ろ、上部のステンドグラス。東側のため、こ
こから朝陽が差し込む。天使が舞い降りてくる。聖霊
とも解釈できる。尖頭部の三つの輪は三位一体の神を
表す？　作者によれば、解釈は自由だそうです。


